
特許情報は同時に開発動向を示唆する重要なテクノロジー情報でもあります 

 

 

 

ガイドブックシリーズのねらい 
 

このガイドブックシリーズでは技術テーマを絞り、特許情報から見た最新のテ

クノロジー情報をお届けすることをねらいとしています。 
 

編集方針は、絞り込まれた特定の技術テーマに対して下記を意図しております。 

・最近の出願にあらわれる技術を知る 

・最近の出願から技術課題を知る 

・最近の出願企業を知る 

・自己の課題の相対的位置を知る 

・発明の出願形態(書き方、内容)を知る 
 

★特許情報は技術者・研究者に役立つテクノロジー情報です 

最近の研究開発の成果が反映されたテクノロジー情報です。競合各社の技術

者・研究者も、開発に携わる皆様と同じ技術テーマについて、直面する課題や

対応技術に取り組んでいます。特許情報は、それぞれが得意とする技術や注力

度合い、目指す技術的方向を反映する信頼度の高い技術情報です。 
 

★ガイドブックシリーズでは 

特定テーマについて実際の製品開発や改良研究を行っている企業第一線の技術

者や研究者を読者として想定しています。直近数年の特許出願に限り、技術テ

ーマを具体的に絞り込んだうえで、特許・技術の双方をみわたすガイドとなる

典型例を各巻ごとに７0～200件程度、掲載しました。 
 

各巻では、技術的観点（アングル）に従って平明でわかりやすく分類していま

す。それぞれのアングルには、できるだけ多くの特許情報を盛り込めるように

工夫しています。また、巻頭にはガイドマップを載せています。アングルごと

に内容を表わす図面を選び、扇形に配置した全体を見渡す俯瞰マップです。目

次も兼ねています。さらに詳しく調べる上で役に立つ特許分類（IPC/FI）のガ

イドもぜひご利用ください。巻末には、収録した特許情報の一覧表を収録しま

した。 
 

技術と特許の双方をにらんだ実戦的ガイドブックとして、本書をご活用くださ

い。 

株式会社ネオテクノロジー 



血管新生阻害剤の全体俯瞰 

本書で取り上げる技術対象 

バイオテクノロジーやコンピュータシステムの技術発展に伴い、がんの超早期診断・治

療への取り組みが活発化しています。早期のステージでがんを発見し、個々のがん患者の

遺伝子レベルに合わせたよりきめ細かなオーダーメイド治療へと繋がる可能性があり、今

後のさらなる発展が期待されています。本シリーズは、最近の特許情報から次世代がん診

断・治療の最先端技術に関する様々な技術テーマを取り上げ、各技術テーマについて全体

像を俯瞰するものです。特許情報は世界中の叡智が集まる知恵の宝庫です。ネオテクノロ

ジーの専門技術スタッフが、読者である研究者の皆様に目を通していただきたい特許情報

だけを厳選してお届けします。 

本書は先端のがん治療の分野として、分子標的薬を取り上げました。免疫チェックポイ

ント、癌遺伝子産物、血管新生阻害の 3つの技術テーマに分け、それぞれの技術テーマに

ついて全体像を俯瞰しています。血管新生阻害に関する分子標的薬に着目し、VEGF、PDGF

やそのリセプター抗体、併用使用や低分子化合物、高分子薬、そして新しいターゲットの 6

つに区分けして研究者が見ておくべき特許情報 85件を厳選しました。最近、がんの化学療

法剤の分野で新しい抗体薬や選択制の非常に高い分子標的薬が次々と開発されてきていま

す。本書は、がんの分子標的薬の開発の全体動向を知る情報として、また、新しい抗癌剤

開発のための具体的なテーマを考えるヒント等としてご利用いただくことができます。 

なお、本書ではがんの診断方法、診断薬や治療機器に関する特許情報は取り上げませ

んので、別のシリーズをご利用下さい。 

◆VEGF 
 VEGF抗体、VEGFモノクローナル抗体、リポソーム製剤、アプタマー等に関する特許
情報を取り上げました。 

◆PDGF、EGF等 
 PDGF抗体、PDGFR抗体、EGFR抗体等に関する特許情報を取り上げました。 

◆併用治療 
 VEGF阻害剤とイリノテカン、MEK阻害剤、ERK阻害剤、RAF阻害剤および CDK阻害剤
等との組み合わせに関する特許情報を取り上げました。 

◆低分子化合物 
 血管新生阻害活性のある MAP4K4阻害剤、TIE-2/VEGF-R阻害剤、EGFR阻害剤、Wnt経
路阻害剤等に関する特許情報を取り上げました。 

◆高分子薬 
 血管新生阻害活性のある融合蛋白質、ペプチド、アミノ酸誘導体等に関する特許情報
を取り上げました。 

◆新規ターゲット 
 DLL4、グレムリン-1、TIGIT、IRS-1、ANG2等に関する特許情報を取り上げました。 



  

 
アングルの定義 
VEGF抗体、VEGFモノクローナル抗体、リポソーム製剤、アプタマー等に関する特許情報を取り上げました。 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61P35/00 
A61P27/02 
C12N15/09 
A61K39/395 
A61P9/00 
A61P27/06 
A61P9/10  

(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 

7 
6 
6 
5 
4 
4 
4 

A61P 35/00        
C12N 15/00      A 
A61P 27/02        
A61P 27/06        
A61P  9/00        
A61P  9/10  

7 
6 
6 
4 
4 
4 

VEGF 
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公表特許ＪＰ抄録
特表2017-510249
（Ｐ２０１７－５１０２４９Ａ）

(43)公表日  平成29年(2017)4月13日審査請求  有    予備審査請求  未請求 （全28頁）

(21)特願2016-548031

(86)(22)平成27年(2015)3月24日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   C12N  15/09    (2006.01) 4B065             C12N   15/00           A
   C07K  19/00    (2006.01) 4C084             C07K   19/00       ZNA  
   C07K  14/705   (2006.01) 4H045             C07K   14/705           
   C12N   1/15    (2006.01)                   C12N    1/15            
   C12N   1/19    (2006.01)                   C12N    1/19            

  (85)平成28年(2016)8月19日
  (86)PCT/US2015/022097
  (87)WO2015/148416
  (87)平成27年(2015)10月1日
優(31)61/969,276
先(32)平成26年(2014)3月24日
権(33)米国(US)

(81)指定国    AP(BW,GH,GM,KE,LR,
              LS,MW,MZ,NA,RW,SD,
              SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,

【Ｆターム】4B065 AA01X AA57X AA72X AA90X 
                  AB01  BA02  CA24  CA44  
            4C084 AA02  AA07  BA41  BA44  

(71)出願人  イミューンオンコ  バイオファーマシュー* 中華人民共和国、２０１２０３  シャンハイ  フリー  *
(72)発明者  ジン、デチアン

(54)【発明の名称】新規組換え二機能性融合タンパク質、それらの調製および使用

［続きあり］

(57)【要約】

  ＩｇのＦｃ断片を介して、ＶＥＧＦＲの細胞外ドメイ

ンのＩｇ領域と連結する、シグナル調節タンパク質（Ｓ

ＩＲＰ）の細胞外ドメインのＩｇ領域を含んでなる、組

換え二機能性融合タンパク質であり、その中でタンパク

質は、ＣＤ４７およびＶＥＧＦに同時に結合して、ＣＤ

４７とマクロファージ細胞表面のＳＩＲＰとの結合をブ

ロックし、マクロファージによる腫瘍細胞の食作用を刺

激して、ＶＥＧＦによって誘導される血管内皮細胞増殖

を阻害し得る。本出願は、組換え二機能性融合タンパク

質をコードする核酸分子、タンパク質を発現する発現ベ

クター、タンパク質を生成する方法、およびＣＤ４７ま

たはＶＥＧＦを過剰発現する疾患を治療する方法もまた

、提供する。

【技術分野】

【０００１】

本発明は、組換え二機能性融合タンパク質、その調製お

よび使用、特に腫瘍治療におけるその使用に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

リンカーを介して、血管上皮増殖因子（ＶＥＧＦ）受容

体（ＶＥＧＦＲ）の細胞外ドメインのＩｇ領域と連結す

る、シグナル調節タンパク質α（ＳＩＲＰα）の細胞外

ドメインのＩｇ領域を含んでなる、組換え二機能性融合

タンパク質であって、その中で前記タンパク質が、表面

抗原分類４７（ＣＤ４７）およびＶＥＧＦに結合して、

前記ＣＤ４７とマクロファージの細胞表面の前記ＳＩＲ

Ｐαとの結合をブロックし、前記マクロファージによる

腫瘍細胞の食作用を刺激して、前記ＶＥＧＦによって誘

導される血管内皮細胞の前記増殖を阻害し得る、組換え

二機能性融合タンパク質。

【請求項２】

前記シグナル調節タンパク質の前記細胞外ドメインの前

記Ｉｇ領域がＳＩＲＰαＤ１である、請求項１に記載の

組換え二機能性融合タンパク質。

【請求項３】

前記ＶＥＧＦＲがＶＥＧＦＲ１である、請求項１に記載

の組換え二機能性融合タンパク質。

【請求項４】

ＶＥＧＦＲ１のＩｇ領域が、ＶＥＧＦＲ１の細胞外ドメ

インの第２のＩｇ領域（ＶＥＧＦＲ１Ｄ２）である、請
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特表2017-510249(2)

求項３に記載の組換え二機能性融合タンパク質。

【請求項５】

前記リンカーがＩｇのＦｃ断片である、請求項１に記載

の組換え二機能性融合タンパク質。

【請求項６】

前記Ｆｃ断片がＩｇＧ１のＦｃ断片である、請求項５に

記載の組換え二機能性融合タンパク質。

【請求項７】

ヒトＩｇＧ１のＦｃ断片を介して、ＳＩＲＰαの前記細

胞外ドメインの第１のＩｇ領域（ＳＩＲＰαＤ１）と連

結する、ヒトＶＥＧＦＲ１の細胞外ドメインの第２のＩ

ｇ領域を含んでなる、請求項１に記載の組換え二機能性

融合タンパク質。

【請求項８】

配列番号８と少なくとも９５％同一性のアミノ酸配列を

含んでなる、請求項１に記載の組換え二機能性融合タン

パク質。

【請求項９】

配列番号８のアミノ酸配列を含んでなる、請求項８に記

載の組換え二機能性融合タンパク質。

【請求項１０】

請求項８に記載の組換え二機能性融合タンパク質をコー

ドする、ポリヌクレオチド。

【請求項１１】

請求項９に記載の組換え二機能性融合タンパク質をコー

ドする、ポリヌクレオチド。

【請求項１２】

請求項１０に記載のポリヌクレオチドを含んでなる、発

現ベクター。

【請求項１３】

請求項１１に記載のポリヌクレオチドを含んでなる、発

現ベクター。

【請求項１４】

請求項１２に記載の発現ベクターを含んでなる、単離し

た宿主細胞。

【請求項１５】

請求項１に記載の組換え二機能性融合タンパク質と、少

なくとも１つの薬剤アジュバントとを含んでなる、医薬

組成物。

【請求項１６】

請求項１５に記載の医薬組成物を治療有効量含んでなる

、ＣＤ４７の過剰発現によって引き起こされる疾患を治

療するキット。

【請求項１７】

前記疾患が、急性骨髄性白血病（ＡＭＬ）、慢性骨髄性

白血病（ＣＭＬ）、急性リンパ芽球性白血病（ＡＬＬ）

、非ホジキンリンパ腫（ＮＨＬ）、多発性骨髄腫（ＭＭ

）、膀胱がん、卵巣がん、前立腺がん、肺がん、結腸が

ん、乳がん、膵臓がん、および腎細胞がんの群から選択

される、請求項１６に記載のキット。

【請求項１８】

前記疾患が、クローン病、アレルギー性喘息、および関

節リウマチの群から選択される、請求項１６に記載のキ

ット。

【請求項１９】

請求項１５に記載の医薬組成物を治療有効量含んでなる

、ＶＥＧＦ機能および活性の亢進によって引き起こされ

る疾患を治療するキット。

【請求項２０】

前記疾患が、加齢黄斑変性、ＡＭＤ、糖尿病性網膜症、

肝臓線維症、および血管肉腫から選択される、請求項１

９に記載のキット。

【請求項２１】

配列番号８と少なくとも９８％同一性のアミノ酸配列を

含んでなる、請求項８に記載の組換え二機能性融合タン

パク質。

【請求項２２】

配列番号８と少なくとも９９％同一性のアミノ酸配列を

含んでなる、請求項２１に記載の組換え二機能性融合タ

ンパク質。

【請求項２３】

前記単離した宿主細胞が原核細胞である、請求項１４に

記載の宿主細胞。

【請求項２４】

前記単離した宿主細胞が酵母細胞である、請求項１４に

記載の宿主細胞。

【請求項２５】

前記単離した宿主細胞が哺乳類細胞である、請求項１４

に記載の宿主細胞。

【請求項２６】

前記単離した宿主細胞がＣＨＯ細胞である、請求項２５

に記載の宿主細胞。

【請求項２７】

前記単離した宿主細胞がヒト細胞である、請求項１４に

記載の宿主細胞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補正済み）
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アングルの定義 
PDGF抗体、PDGFR抗体、EGFR抗体等に関する特許情報を取り上げました。 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61P35/00 
A61K39/395 
C07K16/28 
C12P21/08 
C12N15/09 

(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 
(20060101) 

4 
4 
4 
3 
3 

A61K 39/395     N 
A61P 35/00        
C12N 15/00      A 
C12P 21/08        
C07K 16/28   ZNA 

4 
4 
3 
3 
3 

PDGF、EGF等 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2017-19815
（Ｐ２０１７－１９８１５Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)1月26日審査請求  有  請求項の数11  ＯＬ  外国語出願 （全212頁）

(21)特願2016-153803
(62)特願2013-524461の分割

原願  平成23年(2011)8月22日
(22)平成28年(2016)8月4日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   C07K  16/28    (2006.01) 4H045             C07K   16/28       ZNA  
   C12N  15/09    (2006.01)                   C12N   15/00           A

優(31)61/375,408
先(32)平成22年(2010)8月20日
権(33)米国(US)

【Ｆターム】4H045 AA11  DA76  EA20  FA74  

(71)出願人  ノバルティス  アーゲー スイス国  バーゼル  リヒトシュトラーセ  ３５
(72)発明者  ヴィンフリート・エリス（外5名）

(54)【発明の名称】上皮細胞増殖因子受容体３（ＨＥＲ３）に対する抗体

(57)【要約】      （修正有）

【課題】ＨＥＲ３受容体の立体構造的エピトープを標的

とする抗体またはその断片ならびにそれらの組成物およ

び使用の方法の提供。

【解決手段】特定の配列のＶＨドメイン配列及びＶＬド

メイン配列を有する単離された抗体又はその断片で、Ｈ

ＥＲ３受容体の不活性化状態に結合し、不活性化状態に

おけるＨＥＲ３受容体を安定化するモノクローナル抗体

、キメラ抗体、ヒト化抗体及び合成抗体から選択される

、単離された抗体又はその断片。

【選択図】なし

【発明を実施するための形態】

【０１２７】

本発明の詳細な説明

定義

本発明がより容易に理解されるよう、特定の用語を最初

に定義する。さらなる定義は、

詳細な説明全体を通して示される。

【０１２８】

本明細書において用いる「シグナル変換」または「シグ

ナル伝達活性」の語句は、一般

的にタンパク質－タンパク質相互作用、例えば受容体へ

の成長因子の結合によって開始さ

れ、細胞のある部分から細胞の別の部分へのシグナルの

伝達をもたらす生化学的因果関係

をいう。ＨＥＲ３に関して、該伝達は、シグナル伝達を

引き起こす一連の反応における１

以上のタンパク質上の１以上のチロシン、セリンまたは

スレオニン残基の特異的リン酸化

を含む。最後から２番目のプロセスは通常、核の事象を

含み、遺伝子発現の変化をもたら
［続きあり］

【技術分野】

【０００１】

関連出願に対する相互参照

本願は、２０１０年８月２０日出願の米国仮出願第６１

／３７５，４０８号に基づく優

先権を主張するものであり、該仮出願の内容全体が本明

細書に取り込まれる。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

単離された抗体またはその断片であって、

（ａ）配列番号：３８の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番

号：３９のＣＤＲ２；配列番号：４０のＣＤＲ３；配列

番号：４１の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号：４２の

ＣＤＲ２；および配列番号：４３のＣＤＲ３；

（ｂ）配列番号：１２８の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１２９のＣＤＲ２；配列番号：１３０のＣＤＲ３

；配列番号：１３１の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１３２のＣＤＲ２；および配列番号：１３３のＣＤＲ

３；

（ｃ）配列番号：１４６の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１４７のＣＤＲ２；配列番号：１４８のＣＤＲ３

；配列番号：１４９の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１５０のＣＤＲ２；および配列番号：１５１のＣＤＲ

３；

（ｄ）配列番号：１６４の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１６５のＣＤＲ２；配列番号：１６６のＣＤＲ３

；配列番号：１６７の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号
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：１６８のＣＤＲ２；および配列番号：１６９のＣＤＲ

３；

（ｅ）配列番号：１８２の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１８３のＣＤＲ２；配列番号：１８４のＣＤＲ３

；配列番号：１８５の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１８６のＣＤＲ２；および配列番号：１８７のＣＤＲ

３；

（ｆ）配列番号：２００の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２０１のＣＤＲ２；配列番号：２０２のＣＤＲ３

；配列番号：２０３の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２０４のＣＤＲ２；および配列番号：２０５のＣＤＲ

３；

（ｇ）配列番号：２１８の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２１９のＣＤＲ２；配列番号：２２０のＣＤＲ３

；配列番号：２２１の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２２２のＣＤＲ２；および配列番号：２２３のＣＤＲ

３；

（ｈ）配列番号：２３６の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２３７のＣＤＲ２；配列番号：２３８のＣＤＲ３

；配列番号：２３９の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２４０のＣＤＲ２；および配列番号：２４１のＣＤＲ

３；ならびに

（ｉ）配列番号：２５４の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２５５のＣＤＲ２；配列番号：２５６のＣＤＲ３

；配列番号：２５７の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２５８のＣＤＲ２；および配列番号：２５９のＣＤＲ

３；

からなる群から選択される配列を有する、単離された抗

体またはその断片。

【請求項２】

単離された抗体またはその断片であって、

（ａ）配列番号：４４の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番

号：４５のＣＤＲ２；配列番号：４６のＣＤＲ３；配列

番号：４７の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号：４８の

ＣＤＲ２；および配列番号：４９のＣＤＲ３；

（ｂ）配列番号：１３４の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１３５のＣＤＲ２；配列番号：１３６のＣＤＲ３

；配列番号：１３７の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１３８のＣＤＲ２；および配列番号：１３９のＣＤＲ

３；

（ｃ）配列番号：１５２の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１５３のＣＤＲ２；配列番号：１５４のＣＤＲ３

；配列番号：１５５の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１５６のＣＤＲ２；および配列番号：１５７のＣＤＲ

３；

（ｄ）配列番号：１７０の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１７１のＣＤＲ２；配列番号：１７２のＣＤＲ３

；配列番号：１７３の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１７４のＣＤＲ２；および配列番号：１７５のＣＤＲ

３；

（ｅ）配列番号：１８８の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：１８９のＣＤＲ２；配列番号：１９０のＣＤＲ３

；配列番号：１９１の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：１９２のＣＤＲ２；および配列番号：１９３のＣＤＲ

３；

（ｆ）配列番号：２０６の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２０７のＣＤＲ２；配列番号：２０８のＣＤＲ３

；配列番号：２０９の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２１０のＣＤＲ２；および配列番号：２１１のＣＤＲ

３；

（ｇ）配列番号：２２４の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２２５のＣＤＲ２；配列番号：２２６のＣＤＲ３

；配列番号：２２７の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２２８のＣＤＲ２；および配列番号：２２９のＣＤＲ

３；

（ｈ）配列番号：２４２の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２４３のＣＤＲ２；配列番号：２４４のＣＤＲ３

；配列番号：２４５の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２４６のＣＤＲ２；および配列番号：２４７のＣＤＲ

３；ならびに

（ｉ）配列番号：２６０の重鎖可変領域ＣＤＲ１；配列

番号：２６１のＣＤＲ２；配列番号：２６２のＣＤＲ３

；配列番号：２６３の軽鎖可変領域ＣＤＲ１；配列番号

：２６４のＣＤＲ２；および配列番号：２６５のＣＤＲ

３；

からなる群から選択される配列を有する、単離された抗

体またはその断片。

【請求項３】

単離された抗体またはその断片であって、

（ａ）配列番号：５１の重鎖可変（ＶＨ）配列および配

列番号：５０の軽鎖可変（ＶＬ）配列；

（ｂ）配列番号：１４１のＶＨおよび配列番号：１４０

のＶＬ；

（ｃ）配列番号：１５９のＶＨおよび配列番号：１５８

のＶＬ；

（ｄ）配列番号：１７７のＶＨおよび配列番号：１７６

のＶＬ；

（ｅ）配列番号：１９５のＶＨおよび配列番号：１９４

のＶＬ；

（ｆ）配列番号：２１３のＶＨおよび配列番号：２１２

のＶＬ；

（ｇ）配列番号：２３１のＶＨおよび配列番号：２３０

のＶＬ；

（ｈ）配列番号：２４９のＶＨおよび配列番号：２４８

のＶＬ；ならびに

（ｉ）配列番号：２６７のＶＨおよび配列番号：２６６

のＶＬ；

からなる群から選択される配列を有する、単離された抗

体またはその断片。

【請求項４】
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配列番号：４０２～４２３からなる群から選択されるＶ

Ｈドメイン配列を有する、単離された抗体またはその断

片。

【請求項５】

配列番号：４４３～４６１からなる群から選択されるＶ

Ｌドメイン配列を有する、単離された抗体またはその断

片。

【請求項６】

ＨＥＲ３受容体の不活性化状態に結合する、請求項１～

５のいずれかに記載の単離された抗体またはその断片。

【請求項７】

不活性化状態におけるＨＥＲ３受容体を安定化する、請

求項１～５のいずれかに記載の単離された抗体またはそ

の断片。

【請求項８】

抗体がモノクローナル抗体、キメラ抗体、ヒト化抗体お

よび合成抗体からなる群から選択される、請求項１～７

のいずれかに記載の単離された抗体またはその断片。

【請求項９】

ＨＥＲ３リガンド依存性シグナル変換およびリガンド非

依存性シグナル変換を阻害する、請求項１～８のいずれ

かに記載の単離された抗体またはその断片。

【請求項１０】

ＨＥＲ３リガンド依存性シグナル変換を阻害し、ＨＥＲ

３リガンドがニューレグリン１（ＮＲＧ）、ニューレグ

リン２、ベタセルリン、ヘパリン結合上皮細胞増殖因子

およびエピレグリンからなる群から選択される、請求項

１～９のいずれかに記載の単離された抗体またはその断

片。

【請求項１１】

ＨＥＲ３受容体が、ＨＥＲ２受容体と二量体化して、Ｈ

ＥＲ２－ＨＥＲ３タンパク質複合体を形成することがで

きないように、不活性化状態においてＨＥＲ３受容体を

安定化する、請求項１～１０のいずれかに記載の単離さ

れた抗体またはその断片。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補正済み）
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ＩＰＣ/ＦＩガイド 
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ＩＰＣ／ＦＩガイド 
 

深掘した調査を行う上でのガイドとしてもご利用いただけます。深掘調査には特許分類 IPC（国際特許

分類）や日本特許庁独自の FI（ファイルインデックス）を使うと便利です。この IPC/FI ガイドでは、本

書で実際にとりあげた全アングルの特許情報に用いられている IPCと FIを抽出し、掲載しています。実

際の公報に付与されている IPCと FIを知り、それに基づいて類似の公報を探る場合の手がかりとしてご

利用いただくことを目的としています。IPC、FIの説明は「特許情報プラットフォーム」をご参照くださ

い。 

「特許情報プラットフォーム」https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

血管新生阻害剤の全体俯瞰 上位 5位のＩＰＣ／ＦＩ 

・ 頻出度上位 5位までを掲載しています。 

・ IPCは発明情報、付加情報の区別なく集計しています。 

・ FIは公報フロントページではなく、審査経過情報に付与されている FIを記載しています。編集時点で審査経過

情報の無いものは除いています。 

 

 

VEGF：7 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61P35/00 

A61P27/02 

C12N15/09 

A61K39/395 

A61P9/00 

A61P27/06 

A61P9/10  

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

7 

6 

6 

5 

4 

4 

4 

A61P 35/00        

C12N 15/00      A 

A61P 27/02        

A61P 27/06        

A61P  9/00        

A61P  9/10        

7 

6 

6 

4 

4 

4 

     

 

PDGF、EGF 等：5 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

A61P35/00 

A61K39/395 

C07K16/28 

C12P21/08 

C12N15/09 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

4 

4 

4 

3 

3 

A61K 39/395     N 

A61P 35/00        

C12N 15/00      A 

C12P 21/08        

C07K 16/28   ZNA 

4 

4 

3 

3 

3 
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